
第 11回もも脳ネット コアメンバー会議 議事録 

 

日時：平成 24年 5月 9日(木)19：00～19：30 

場所：岡山赤十字病院 4階 センター棟研修室 

 

出席者：岡山医療センター(鳥越Ns、吉田PT、神﨑MSW) 

岡山旭東病院(野間OT、片岡PT、白澤事務) 

岡山市民病院（桐山Dr、植田MSW） 

岡山光南病院（西崎Dr、宮森Dr、知野見PT、中尾OT、齊藤MSW） 

岡山労災病院(片山Dr、足立Dr、小倉Ns、中野PT、松下MSW) 

岡山赤十字病院(岩永Dr、片岡Dr、徳永Ns、井並Ns、山田Ns、三宅Ns、錦織Ns、 

小幡PT、内藤MSW、石原MSW、中村MSW、橘MSW) 

岡山中央奉還町病院(岸本Ns、宮島PT、山本MSW) 

佐藤病院(工藤Ns、掛田PT、宇民MSW) 

竜操整形外科病院(北PT) 

津山第一病院(万代PT) 

 

＜在宅パス＞ 

岡山市歯科医師会(角谷Dr、熊代Dr、相坂Dr) 

都窪歯科医師会(山本Dr) 

岡山県介護支援専門員協会(丸田CM) 

 

 

計 13施設 43 名（敬省略・順不同） 

医療関係：10施設 38名 

在宅パス：3施設 5名 

 

 

1.県民フォーラム・その他委託事業について 

県民フォーラム(岡山労災病院：片山Dr、岡山光南病院：西崎Dr ) 

  ・平成 24年度県民フォーラム準備コアメンバー会議 議事内容 

平成 24年度県民フォーラムは岡山労災病院と岡山光南病で共同開催の予定とする 

平成 24年度予算 246万円 （平成 23年度予算 201万円） 

予算内訳  県民フォーラム開催施設費用等 

新聞折込チラシ広告作製＆配布費用（心臓フォーラムとタイアップ検討） 

啓蒙用パンフレット作成＆配布費用 

もも脳ネット医療機関案内冊子印刷費用（基本的に余剰金で作成予定） 



① テーマ 脳卒中・頸部骨折の両方をテーマに挙げる（具体的には今後の検討） 

       開催形式（案） ： 講演 ＋ 特設会場設置 

         講演（案） １）脳卒中についての演題 

               ２）頸部骨折についての演題 

               ３）患者体験談の披露・講演 

                 休憩（リハビリ体操などを行う） 

               ４）在宅支援 その１ 

               ５）在宅支援 その２ 

      ＊在宅支援について、昨年度、岡山県介護支援専門員協会主催でケアマネージャー 

を対象とした在宅チーム医療のシンポジウムを開催 

→ノウハウもあるため、県民フォーラムで岡山県介護支援専門員協会の全面的な 

協力を得て、シンポジウムといった形にしてはどうか 

        ＊講演毎に質疑応答の時間を設けるが、長くなる場合は特設会場の 

         よろず相談コーナーへ話を振って時間を厳守する。 

         特設会場（案） 

１） 在宅支援 

２） 高次脳機能障害 

３） 在宅歯科   

４） よろず相談コーナー 

                      ＊特設会場のブースは 3つ程度に絞り、講演開始 1時間前から開設し、講演時間 

と重ならないように配慮する 

          ＊よろず相談コーナーは医師、看護師、ＭＳＷ、ケアマネ等で 3チーム程作り、 

交代で対応する 

② 場所 岡山市民会館 （500人以上の収用人数、施設費用などを検討した結果） 

③ 日時 平成 25年 2月 2日（土） （市民会館の予約空き状況より決定した） 

＊講師、座長、特設会場ブース、よろず相談コーナーのスタッフは、先ずは関係者 

全員から人員を募る方針とする 

 

2.在宅パスについて(岡山赤十字病院：岩永Dr) 

(1)岡大サーバーを用いたパス試験運用について 

・日赤病院においても倫理委員会で承認され、今後運用していく予定 

・日赤病院と光南病院間の運用の中で問題点等浮上してこなければ、運用範囲を広げてい

けるのではないか 

・運用状況の報告は、運用会議で行っていく 

(2)現在の医療者用パスと在宅パスの統合について 

在宅パスの内容についてコアメンバーで問題点がないか検討した 

・必要な情報が網羅されており急性期・回復期ともに有効と考えられる 



・内容が標準化されていてよい 

・内容に一部気になる点(家族状況の詳細な内容など)がある 

 →ケアマネージャーも家族が読む可能性を考え記載する必要あり 

・個人情報の取り扱いについて本人または家族にきちんと了承を得て欲しい 

 →施設により異なるがどこでも得ている 

基本的に運用を進めていくという考え方で良いのではないか 

今後はワーキンググループのような形で、実務面での話し合いが必要 

(特にパスのシートを増やすなどの作業) 

 

3.今後のコアメンバー会議のあり方について (岡山赤十字病院：岩永Dr) 

 ・コアメンバーの人数が多くなってきており、意見を出し合ったり、一つのテーマに絞って 

時間をかけて討議するのが難しい状況である 

→市民フォーラム、在宅パスについてワーキンググループを作って、話し合っていく必要が 

あるのではないか 

○市民フォーラム…前回集まったメンバーを元に全職種が参加 

○在宅パス…竜操・宮城SEが作成中のものが、完成に近づけばメンバーを募る 

 →ワーキンググループには、各職種の代表が必ず参加し、職種内の意見の取りまとめを行う 

 

4.部門別担当者について 

・全体統括：【日赤】片岡Dr、岩永Dr、【医療センター】大森Dr、塩田Dr、 

【光南】西崎Dr 

・システム担当：【竜操】宮城SE、【日赤】小幡PT、【日本原荘】高橋CM 

・算定担当：検討中 

・リハビリテーション担当：【旭東】片岡PT 

・嚥下、NST担当：【日赤】川﨑 ST他 

・看護師担当：【医療センター】鳥越Ns他 

・MSW担当：【日赤】内藤MSW、【光南】齋藤MSW 

→算定担当者は現在依頼中、その他の各部門担当者についてはもも脳ネットホームページ 

上に掲載する 

 

5.その他 

 ・心臓リハビリテーション市民フォーラム 

   H25年 2月 9日（土）於：山陽新聞社さん太ホール 

 ・次回運用会議 

H24年 6月 28日（木）19：00～ 於：岡山医療センター 大会議室（新病棟） 

 

(書記：橘) 


